
◯5	 平成24	年11月１日	 高知市議会だより� 第　187　号

て
聞
く
。基

本
的
な
構
想
と
構
成
等
に

つ
い
て
は
、
他
都
市
の
先
進
事
例
や

国
・
県
の
動
向
等
の
情
報
収
集
を
し

な
が
ら
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
推
進
課
で

作
業
を
進
め
、
専
門
的
知
見
を
要
す

る
部
分
に
つ
い
て
は
、
専
門
業
者
の

ア
ド
バ
イ
ス
を
得
る
。

ま
た
、
計
画
期
間
は
国
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
基
本
計
画
に
準
じ
て
、
２
０
３

０
年
ま
で
の
今
後
20
年
程
度
を
視
野

に
入
れ
て
作
業
を
進
め
て
い
る
。

策
定
に
当
た
り
目
指
す
都
市

像
に
つ
い
て
聞
く
。

本
市
の
自
然
条
件
に
合
致
し

た
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を

答問答

「自然に生かされている私」
新
た
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
に
向
け
て

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の

方
向
性
に
つ
い
て
聞
く
。

国
の
動
向
等
を
注
視
し
、
原

発
依
存
度
を
順
次
下
げ
な
が
ら
、
将

来
的
に
は
原
発
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ
と

を
ビ
ジ
ョ
ン
に
加
え
た
い
と
考
え
て

い
る
。

そ
し
て
、
経
済
へ
の
影
響
を
最
小

限
に
抑
え
る
た
め
に
、
電
力
の
安
定

供
給
を
確
保
し
な
が
ら
、
本
市
の
強

み
を
生
か
し
た
太
陽
光
発
電
、
小
水

力
発
電
、
お
よ
び
バ
イ
オ
マ
ス
発
電

な
ど
へ
の
計
画
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
転

換
を
織
り
込
ん
だ
総
合
的
な
ビ
ジ
ョ

ン
に
し
て
い
く
。

策
定
作
業
の
進
め
方
に
つ
い

問答問

基
本
に
、
蓄
電
技
術
の
開
発
や
ス
マ

ー
ト
メ
ー
タ
ー
（
※
）
の
普
及
等
、

今
後
の
技
術
革
新
や
制
度
的
進
展
を

視
野
に
入
れ
る
。
例
え
ば
、
独
自
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
需
給
シ
ス
テ
ム
を
住
宅

団
地
単
位
で
持
つ
ま
ち
づ
く
り
の
姿

を
自
立
・
分
散
型
エ
ネ
ル
ギ
ー
都
市

構
想
と
し
て
示
す
こ
と
や
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
も
十
分

に
検
討
し
て
い
く
。

※
ス
マ
ー
ト
メ
ー
タ
ー

通
信
機
能
を
備
え
た
次
世
代
型
電

力
量
計

今
後
の
具
体
的
な
施
策
展
開

に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
聞
く
。

民
間
事
業
者
や
住
民
団
体
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
方
々
が
具
体
的
な
事
業

展
開
を
計
画
す
る
場
合
に
は
、
固
定

価
格
買
取
制
度
を
は
じ
め
と
す
る
助

成
制
度
等
の
説
明
や
、
関
係
部
署
と

の
調
整
を
行
う
等
、
市
と
し
て
協
力
、

支
援
し
て
い
く
。

ま
た
、
雇
用
効
果
や
地
域
振
興
等
、

公
益
的
効
果
の
波
及
が
見
込
め
る
場

問答

合
に
は
、
固
定
価
格
買
取
制
度
と
は

別
に
、
市
独
自
の
支
援
策
を
検
討
す

る
。こ

の
他
、
新
設
、
既
設
を
問
わ
ず

公
共
施
設
の
有
効
活
用
や
、
防
災
機

能
の
向
上
、
省
エ
ネ
化
と
い
っ
た
観

点
か
ら
、
主
と
し
て
太
陽
光
発
電
の

導
入
に
つ
い
て
も
検
討
を
進
め
て
い

る
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
の
現
状
と
課

題
に
つ
い
て
聞
く
。

７
月
末
現
在
の
登
録
者
数
は

２
６
０
名
で
、
そ
の
う
ち
生
活
保
護

世
帯
の
生
徒
は
昨
年
度
末
を
上
回
る

88
名
と
な
り
、
さ
ら
に
増
え
る
こ
と

が
見
込
ま
れ
る
。

一
方
で
、
登
録
し
た
も
の
の
一
度

も
参
加
し
て
い
な
い
生
徒
や
、
途
中

か
ら
参
加
し
な
く
な
る
生
徒
も
い
る

た
め
、
継
続
的
に
進
学
の
必
要
性
を

教
え
た
り
、
希
望
の
進
路
を
聞
き
出

し
て
つ
な
げ
る
方
法
を
示
す
な
ど
、

参
加
意
欲
の
喚
起
を
図
っ
て
い
る
。

ま
た
、
登
録
に
至
っ
て
い
な
い
生

活
保
護
世
帯
の
生
徒
に
は
、
不
参
加

の
理
由
に
つ
い
て
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実

施
し
、
結
果
を
踏
ま
え
て
、
保
護
者

や
関
係
機
関
と
連
携
の
も
と
、
積
極

的
に
フ
ォ
ロ
ー
を
行
い
、
参
加
に
つ

な
げ
て
い
く
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
と
学
校
と
の

関
わ
り
に
つ
い
て
聞
く
。

学
校
に
お
い
て
は
、
多
様
な

背
景
を
持
つ
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添

い
、
学
び
へ
の
意
欲
付
け
を
図
る
こ

問答問答

と
が
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
生
徒
に

と
っ
て
は
、
学
校
以
外
で
さ
ま
ざ
ま

な
学
び
の
場
が
保
障
さ
れ
て
い
る
こ

と
が
重
要
で
あ
り
、
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾

と
学
校
が
互
い
に
補
完
す
る
こ
と
で
、

さ
ら
に
効
果
が
高
ま
る
と
考
え
る
。

今
後
、
学
習
支
援
員
を
学
校
と
の

連
絡
担
当
に
位
置
付
け
、
学
習
の
進し
ん

捗ち
ょ
く

状
況
の
共
有
や
効
果
的
な
支
援
方

法
に
つ
い
て
協
議
す
る
と
と
も
に
、

学
校
長
と
の
連
絡
会
や
学
習
支
援
員

研
修
会
等
を
通
し
て
課
題
を
共
有
し
、

一
人
で
も
多
く
の
生
徒
が
希
望
の
進

路
に
進
め
る
よ
う
に
努
め
て
い
く
。

今
後
の
拡
充
計
画
に
つ
い
て

聞
く
。

現
在
は
５
カ
所
で
開
講
し
て

い
る
が
、
未
設
置
地
域
へ
の
設
置
を

要
望
す
る
声
も
あ
り
、
市
全
体
に
バ

ラ
ン
ス
よ
く
配
置
す
る
必
要
が
あ
る
。

こ
の
事
業
は
、
国
の
事
業
を
活
用

し
て
実
施
し
て
い
る
た
め
、
厚
生
労

働
省
へ
の
申
請
が
認
め
ら
れ
れ
ば
、

平
成
25
年
度
に
は
市
東
部
を
中
心
に
、

新
た
に
５
カ
所
程
度
設
置
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問答

　

秋
風
が
心
地
よ
い
季
節
。
北
山

の
紅
葉
は
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
よ
う

に
毎
日
景
色
が
変
わ
っ
て
い
ま
す
。

久
万
川
沿
い
の
黄
色
い
コ
ス
モ
ス

も
風
に
揺
ら
れ
て
ダ
ン
ス
を
し
て

い
る
よ
う
。
小
さ
い
男
の
子
が
お

母
さ
ん
の
手
を
離
し
、
見
つ
け
た

虫
の
名
前
を
お
父
さ
ん
に
聞
い
て

い
る
日
曜
日
。
笑
顔
が
生
ま
れ
ま

す
。

　

一
方
、
福
島
原
発
の
事
故
は
、

ふ
る
さ
と
に
戻
れ
な
い
人
々
を
つ

く
り
、
放
射
能
は
日
常
の
生
活
を

奪
い
ま
し
た
。
い
ま
だ
に
家
族
バ

ラ
バ
ラ
の
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い

る
子
ど
も
た
ち
。
収
穫
前
の
米
を

捨
て
ざ
る
を
得
な
い
農
家
。
出
荷

で
き
な
い
と
分
か
っ
て
い
て
も
、

毎
日
牛
の
乳
を
搾
り
捨
て
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
酪
農
家
。
耐
え
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

二
度
と
繰
り
返
し
て
は
な
ら
な

い
原
発
事
故
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策

も
「
脱
原
発
」
へ
の
大
き
な
転
換

期
を
迎
え
て
い
ま
す
が
、
政
府
の

取
り
組
み
は
失
速
し
、
再
稼
働
の

動
き
も
。
情
け
な
い
思
い
で
す
。

　

高
知
に
は
全
国
に
誇
れ
る
山
、

川
、
海
な
ど
、
掛
け
替
え
の
な
い

自
然
の
恵
み
が
与
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
然
に
生
か
さ
れ
て
い
る
の

が
人
間
。
自
然
を
壊
し
た
り
、
も

う
け
の
対
象
に
し
て
は
な
り
ま
せ

ん
。
映
画
「
風
の
谷
の
ナ
ウ
シ
カ

」
を
ま
た
見
た
く
な
り
ま
し
た
。

	

（
議
会
広
報
委
員　

は
た
愛
）

　

平
成
24
年
７
月
か
ら
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
固
定
価
格
買
取
制
度
が
始

ま
る
な
ど
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
へ
の
転
換
の
機
運
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
は
、
日
照
時
間
の
長
さ
や
豊
富
な
水
資
源
と
森
林
資
源
を
生
か

し
た
、
安
全
で
再
生
可
能
な
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
に
向
け
、
新
エ
ネ
ル

ギ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
の
策
定
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
23
年
11
月
か
ら
始
ま
っ
た
「
高
知
チ
ャ
レ
ン
ジ
塾
」
は
、
生
活
保

護
世
帯
等
の
中
学
生
を
対
象
に
、
学
習
支
援
を
継
続
的
に
行
う
こ
と
で
、

高
等
学
校
進
学
や
、
生
徒
が
将
来
へ
の
希
望
を
持
っ
て
進
路
を
選
択
し
、

就
職
す
る
こ
と
を
目
標
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

学
び
の
意
欲
を
未
来
へ
つ
な
ぐ
た
め
に




